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【目的】放射線治療計画の精度検証を目的としてdynamic IMRTに対応可能な統合モ

ンテカルロ線量計算システム（MCRTV）を開発した．開発したMCRTVの精度を実証

するため臨床プランを使用し検証を行う．  
【対象・方法】汎用モンテカルロコードEGS4/PRESTAを使用しVarian Clinac 2300C/D
直線加速器の6MV及び15MVのヘッドモデル，Millennium MLCモデルを構築した．

Pyramidモデル，6MV7門そして15MV5門の前立腺IMRTプランのリーフシークエンス

ファイルを作成し，各門に水等価ファントムを用い計算及びフィルム測定を行った． フ
ィルム設定位置は6MVでは5cm深，15MVでは10cm深とした．Voxel sizeは0.2×0.3×

0.3cm3とし，統計誤差が照射野内で1.5%以内となるように計算した．Pyramidモデルで

は中心軸より2cmシフトした地点，臨床プランではInplane，Crossplaneの二方向に対し

中心軸上及び±1cmシフトした地点でのprofileを測定フィルムより取得し，計算結果と

比較した． 
【結果】pyramidモデルにおける線量分布の結果は平均1.6% (最大：2.2%) の精度で

実測と一致した．前立腺プランにおいては6MV，15MVともに線量勾配の急峻な部分

で3.7%程のズレが生じたが測定点の大半は2.1%以内の精度で一致した． 
【結論】統合モンテカルロ線量計算システム（MCRTV）を開発し，臨床使用可能な精

度であることが実証された． 
 


